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ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り

※１　篠井・富屋・国本・城山・豊郷・横川・平石地区の拠点( 区周辺など)。
※２　地域に住む人が地域の課題や将来像について話し合い、民間事業者の参画を受けながら、計画的に
道路や公園、宅地を整備することができる制度。
◎この特集についての問い合わせは、都市計画課☎(632)2642へ。

Ｎ
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Ｃ
と
は

　

Ｎ
Ｃ
Ｃ
と
は
、
今
後
、
人
口

減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

自
動
車
が
な
く
て
も
自
由
で
快

適
に
移
動
で
き
る
公
共
交
通
を

使
い
な
が
ら
、
中
心
部
や
身
近

な
地
域
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
拠
点

な
ど
で
、
安
心
し
て
便
利
に
暮

ら
せ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
の
こ
と

で
す
。

市
街
化
調
整
区
域
の

取
り
組
み

　

中
心
部
や
駅
周
辺
に
加
え
、

市
街
化
調
整
区
域
で
も
、
豊
か

な
自
然
環
境
な
ど
を
守
り
な
が

ら
便
利
で
暮
ら
し
や
す
く
す
る

た
め
、
旧
町
村
の
中
心
部
な
ど

に
も
身
近
な
地
域
拠
点(

※
１)

を
設
け
、
拠
点
内
に
生
活
に
便

利
な
施
設
を
誘
導
・
集
積
し
、

住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
拠
点
を
豊
か
に
す
る

仕
組
み
を
整
え
て
い
ま
す

　

郊
外
部
の
身
近
な
地
域
拠
点

を
便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
場
所

と
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
整
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
（
下
の

記
事
参
照
）
。

　

本
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
、
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ(

以
下
「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
」)

」

の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

中
心
部
に
加
え
、
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
郊
外
部
で

の
利
便
性
の
高
い
拠
点
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
策
な

ど
に
つ
い
て
知
り
、
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 ページ番号

1009284

スーパー○△□

中心部
タクシー

郊外部

ドラッグストア

スーパー○△□

郊外部の身近な地域拠点がこう変わる郊外部の身近な地域拠点がこう変わる

住む場所を選択しやすくなる

　郊外部にも住む場所を選択できる
環境を整え、緩やかに住居の誘導を
していきます。

交通が便利になる

　地域内交通により地

域内のどこからでも地

域拠点にアクセスでき

る環境を整えます。

お店や施設が増える　

　身近な地域の拠点に日用品

を買う店舗や医療施設、子育

て支援施設などを誘導します。

ポイント1

ポイント2

ポイント3

郊外部の様子を詳しく見てみよう！

身近な地域拠点が快適でにぎやかになるね

郊
外
部
も
便
利
で
快
適
に

本
文
中
に
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
、
対
象
＝
ど
な
た
で
も
、
費
用
＝
無
料
、
申
込
＝
不
要
（
定
員
の
記
載
が
あ
り
申
込
の
記
載
が
な
い
も
の
も
、
当
日
、
直
接
会
場
へ
）
。
　
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
　
＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
　
＝
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
出
張
所
、

　
＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
う
つ
の
み
や
表
参
道
ス
ク
エ
ア
、
　
＝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
　
＝
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
。
　
＝
申
込
時
に
記
載
す
る
基
本
項
目
は
、
催
し
名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号
・
人
数
。

HP

区

参

コ

活

項目

出

涯

 地域拠点の利便性向上

■生活に便利な店舗などが立地しやすくなりました

▽これまで市街化調整区域には原則、延床面積が

200平方メートルまでの店舗しか建てられませんで

したが、地域拠点内に延床面積1,500平方メートル

までのスーパーマーケット、ドラッグストアが建て

られるようになります。

■店舗などの生活に必要な施設の建設費の一部を

支援します

▽店舗や施設が建てやすくなるよう、対象施設の

建設費の10パーセント(上限１億円)を補助します。

 居住の誘導策

■地域拠点などを中心としたコミュニティを形成

▽店舗や住宅の誘導につながる地区計画制度(※２)

の活用を促進するため、面積など、活用の要件緩

和や、７つの地域拠点(※１)に加え市街化調整区域

に立地する19小学校周辺を運用区域として定めま

した。

▽地域の皆さんが地区計画制度を活用する際の、

土地利用構想の検討や民間事業者との連絡・調整

を支援するため、専門家(アドバイザー)を派遣し

ます。

▽地区計画に関する土地利用構想の作成を支援す

るため、調査計画費の一部を補助します。

 既存コミュニティの維持

■既存の集落のコミュニティを維持

▽地域に縁のある人が住宅を建てるための立地基

準を維持します。

■豊かな自然環境を保全

▽市街化区域などから移住する人が住宅を建てる

ための基準は2020年３月末に廃止します。

 魅力ある大谷地域の観光拠点形成

■地域活性化につながる観光施設が立地しやすくな

りました

▽大谷地域のうち、観光客が周遊するエリアを対

象に、延床面積500平方メートルまでの、観光施

設(飲食店や土産物店など)が建てられるようにな

りました。

目指すまちの実現に向けた取り組みや支援策など


